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2025年12月24日

KDDI株式会社

メタル縮退に向けたメタルIP電話の

接続料算定方法について

接続政策委員会（第76回）事業者ヒアリング資料

※本資料では敬称を省略しております
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1１．メタルIP電話固有設備の接続料算定方法について

➢ LRIC方式による接続料算定の廃止は、ビル＆キープ方式の原則化とあわせて実施すべき。また、ビル＆キープ方式
の原則化及びLRIC方式による接続料算定の廃止は遅くとも2028年度までには実施すべき。

（理由）

➢ ビル＆キープ方式が原則化された場合、LRIC方式から実際費用方式に見直しても接続事業者に与える影響は限定
的になることから、事業者・行政コストの最小化のためにはLRIC方式による接続料算定の廃止が望ましいこと
（なお、ビル&キープ方式が原則化されない場合、実際費用方式への見直しによる接続事業者への影響は小さくない
ため、運用プロセスの簡素化を行い事業者・行政コストは抑えつつも、LRIC方式による算定は原則継続すべき）

➢ 「ＩＰ網への移行後の音声接続料の在り方」答申（2024年6月）において、現行の接続料算定方法の適用は2028年3月
までとされていること、また、2028年度からはメタルIP電話についてエリア単位での段階的なサービス移行が予定
されており、大幅な接続料変動や予見可能性の確保が困難になることによる接続事業者への多大な影響が考えられ
ることから、メタルIP電話の移行が本格化する2028年度までにビル＆キープ方式の原則化を実施することが適切
であると考えられること

➢ メタル回線設備が縮退する見込みであることを踏まえ、引き続き、LRIC方式を接続料算定に適用するべきかどうか

論点

当社の考え
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2２．運用プロセスの簡素化について

➢ ビル&キープ方式の原則化とあわせたLRIC方式による接続料算定の廃止までの期間においては、事業者・行政コス
トを低減する観点から、接続料に与える影響も踏まえながら、運用プロセスの簡素化を行うことが望ましい。

➢ 運用プロセスの簡素化については、「IP網への移行後の音声接続料の在り方」答申（2024年6月）の内容を踏まえて検
討すべき。

例： 大きな変動がない入力値や接続料原価に与える影響が限定的な入力値を固定化する など

➢ LRIC方式を直ちに廃止しない場合、LRICモデルの運用プロセスの簡素化を図るべきかどうか

論点

当社の考え
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3（参考） メタルIP電話固有設備の接続料算定方法について

２０25年度 ２０26年度 ２０27年度 ２０28年度 ２０35年度

メタル回線の
縮退

接続料
算定

総務省議論

備考

■現在の接続料（組合せ適用接続機能）算定方法
①メタルIP電話：（固有部分）LRIC方式で算定＋（共通部分）将来原価方式で算定
②ワイヤレス固定電話：メタルIP電話と仮定して算定
③ひかり電話：将来原価方式で算定
各接続料を算定し相互トラヒックの割合に基づき加重平均を行い算出

一部エリアでの先行的な移行 エリア単位での段階的なサービス移行

現行の接続料算定方法（LRIC方式）

▲ビル＆キープ方式の原則化と同時実施

実際費用方式（LRIC方式廃止）

※NTT東西発表資料より

・ビル&キープ方式の原則化の検討

・メタルIP電話に係る接続ルールの在り方の検討 等

ビル＆キープ方式の原則化

サービス終了▲

▲一部答申 必要な法令対応等

接続政策委員会・接続料の算定等に関するWG

運用プロセスの
簡素化

▲27年度接続料認可申請
反映
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4３．ワイヤレス固定電話の接続料について

➢ ワイヤレス固定電話の接続料は、現状、次頁のとおり、メタルIP電話と見做して算定（メタルIP電話固有設備はLRIC方式）

されているが、メタルIP電話固有設備の接続料算定についてLRIC方式を廃止する際には、ワイヤレス固定電話の接
続料（実際費用方式）の適用方法の検討が必要。

➢ 「固定電話を巡る環境変化等を踏まえたユニバーサルサービス交付金制度等の在り方」答申（2022年9月）において、
「ワイヤレス固定電話が導入された結果、ワイヤレス固定電話が導入されていないと仮定した場合と比べて、接続事
業者の負担が増大することは適当ではない」とされていることを踏まえれば、ワイヤレス固定電話の接続料（実際費用
方式）がメタルIP電話の接続料（実際費用方式）を下回ることが見込まれない限り、メタルIP電話の接続料と同額を設
定すべきと考える。

当社の考え

➢ その他、検討すべき事項（ワイヤレス固定電話接続料の扱いについて）

論点
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➢ ワイヤレス固定電話の接続料は、ワイヤレス固定電話が導入された状況での接続料原価とワイヤレス固定電話が導
入されていないと仮定した場合の接続料原価を比較し、前者が後者を上回る場合には、ワイヤレス固定電話が導入
されていないと仮定して算定（「固定電話を巡る環境変化等を踏まえたユニバーサルサービス交付金制度等の在り方」答申
（2022年9月））

➢ 現在の接続料算定期間においては、接続料原価の比較を省略し、メタルＩＰ電話と見做して算定

（参考） ワイヤレス固定電話の接続料算定方法

出典：「IP網への移行後の音声接続料の在り方」
答申概要資料（2024年6月）




	スライド 0: メタル縮退に向けたメタルIP電話の 接続料算定方法について　
	スライド 1: １．メタルIP電話固有設備の接続料算定方法について
	スライド 2: ２．運用プロセスの簡素化について
	スライド 3: （参考） メタルIP電話固有設備の接続料算定方法について
	スライド 4: ３．ワイヤレス固定電話の接続料について
	スライド 5: （参考） ワイヤレス固定電話の接続料算定方法
	スライド 6

